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状態空間モデルによる転写調節タンパク質間の時変因果推定

推定された転写調節タンパク質間の時変因果ネットワーク

• Swi5によるM/G1期の遺伝子群の発現の活性がFkh2の結合により抑制される．(Voth et al. 2007)
• Fkh1とFkh2はM期に必要とされる遺伝子群の転写をMcm1と強調することで活性化する．(Kumar2000)
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モデル

• 初期状態

• 観測モデル

• システムモデル
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